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宮教研連DX推進計画

日本社会全体がDX化にむけ
て大きく変革していく時代の流
れの中で、創設５０年を誇る私
たち宮教研連も、新たな時代の
流れに沿った力強く柔軟な組織
への変革が不可欠です。その根
本指針となるのが、このDX推
進計画です。この計画により、教
育DX、研修DX、組織DXを強
力に推進していきます。

宮崎県教育研究連合会

宮教研連DX推進計画

教育DXの推進
研修の充実

人材育成と資質向上

研修のDX改革
協創による価値の創出

つながりの重視

事業・組織体制の刷新
ニーズに柔軟に対応

アジャイルな組織へ

計画の目的
社会全体が大きくDX化していこうとする中で、

私たち宮教研連も、研修のDX化を図り、本県にお

ける教育DXを推進する必要があります。

そのためには、関係機関との協創による会員視

点の新たな価値の創造とデジタル技術を活用して、

研修の改善を進めます。また、宮教研連の強みで

ある人と人とのつながりを大切にし、研修満足度

の向上に努めなければなりません。

そのためには、会員のニーズに柔軟に対応した

事業体制の構築と、我々自身もその存在意義を見

直し、組織体制の刷新を進めることが不可欠です。
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教育のDX
新たな教育の創造：ICT活用
と個別最適な学びの実現によ
る学校教育のDX改革

⬅人材育成・資質向上

・研究員研究の推進

・実践・研究奨励事業

・みやざき教文研への諮問・提
言

・SNSを活用した教育知の蓄
積と活用

研修のDX
研修の在り方のDX改革

・DNAを明確にした研修計画
誰に・何を・どういうActionを！

オンラインニーズ調査

・教育委員会等との協創

➡新たな価値の創造
新たな研修ニーズの開拓
デジタル技術を生かしたリアル・オ
ンデマンドやハイブリッド研修

・人と人とのつながりの重視

・研修満足度の向上

組織のDX
県本部・支会組織のDX改革

・DXアプリの活用

・DXを活用した支会との連携

強化

・支会組織・運営体制の活性化

・組織強化対策
会費減免制度、ポイント制度、スタン

プラリー制度、会員特典、多様なニー
ズに応じた対策等

宮教研連DXの「三本の矢」構想

宮崎県教育研究連合会

宮崎県教育研究連合会

R3年度下期 R4年度上期 R4年度下期 R5年度上期 R5年度下期 R6年度上期 R6年度下期 R7年度上期

組織のDX

①DXアプリの活用

組織のDX

②組織強化対策の推進

研修のDX

①研修の再構築

研修のDX

②教育委員会との協創

研修のDX

③会員視点での改革

教育のDX

①研究推進

教育のDX

②みやざき教文研との
連携

計画

計画 試行期
運用期

試行期

計画・準備期 実施期

計画・準備期 試行期 実施期

計画 試行・検討期

次期検討期 実施期

次期検討期 実施期

次期検討期 実施期

見直し期 実施期

計画・準備期 試行期 実施期

計画・準備期 試行期 実施期

DX推進ロードマップ 計画完成年度を令和5年度末とし、令和6年度から全面運用する。

見直し期 見直し期

見直し期 見直し期

運用期
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令和４年度 宮教研連 教員採用模試 開催要項 
宮崎県教育研究連合会 

１ 目的 
 ・県内各学校に勤務する講師等を対象にした「教員採用模試」を、宮教研連の主催で開催することにより、宮教研

連という組織を知っていただき、加入の促進を図る。 
 ・会員である講師に対しては、割引価格で受験できるようにし、宮教研連に所属している価値を感じていただく。 
 ・教員採用模試の実施を通して、宮崎県の教員の資質向上に寄与する。 
 ・感染症の影響を考慮し、会場受験と在宅受験のハイブリッド開催（どちらでも対応できる）として計画する。 
２ 実施計画 

 時事通信出版局が実施している全国公開模試を、「学内実施」として実施する。 
  ※感染症等拡大を踏まえて、会場受験と、自宅へ問題を送り、解答し、返送する在宅受験のハイブリッド開催 
   として実施する。会場受験実施の最終判断日を令和４年５月７日とする。 
(1) 実施日（会場受験） 
  時事通信出版局が実施している全国公開模試を、「学内実施」として実施する。 

期日 会場 成績返却予定 備考 

令和 4 年 
5 月 21 日(土） 

宮崎県教育 
研修センター 

７月上旬 
※時事通信出版局 5 月模試・ 
教職教養：マークシート方式／専門教養：記述式 

(2) 日程（会場受験・在宅受験のハイブリッド開催の場合） 

教職教養及び専門教養の受験者 専門教養のみの受験者 

 9：00～ 9：40 受付 ※専門教養のみの受験者数によっては、移動の必要が

なくなるため、時間が変更になる場合がある。 

 9：40～ 9：50 事前説明・問題配布  9：40～10：20 受付 

 9：50～10：30 教職教養試験(４０分間) 10：25～10：30 事前説明 

10：30～10：45 休息 10：30～10：45 移動 

10：45～10：50 事前説明 10：45～10：50 事前説明 

10：50～12：00 専門教養試験(７０分間) 10：50～12：00 専門教養試験(７０分間) 

12：00～12：10 諸連絡、終了 12：00～12：10 諸連絡、終了 

★教職教養のみの受験者は 10：30 終了。 
★専門教養受験者は、試験開始 40 分後の 11：30 以後、途中退出可能。再入場は不可。 

(3) 実施までの流れ（会場受験・在宅受験のハイブリッド開催の場合） 
告知・申込 R４.4～ － 受験希望者は、Ｗｅｂから申し込んだ後、氏名・自宅住所を記載した返信用封筒

（角２号）２通を事務局へ郵送し、同時に、受験料を本会口座へ振り込むか、事務

局へ持参する。受験料受領確認をもって、申込受付完了となる。締切日以降は受

付できない。必着のこと。 

受験申込締切 R４.4/27 － 

時事通信申込 R４.4/２９ － 事務局でとりまとめて、時事通信社へ申込書送付 

教材受領 R４.5/６ － 事務局で教材受領後、速やかに受験者へ発送（返信用封筒①を使用） 

試験実施終了 R４.5/21 

必着 

－ 在宅受験者は、自宅で模試を実施し、事務局へ速やかに返送する。締め切り日に

遅れた場合、採点集計・成績結果送付ができない。（問題用紙受領済みのため、返

金等の対応もできない。） 

会場試験実施 R４.5/2１ － 会場受験者は、会場に集合し、模試を受験する。 

解答用紙発送 R４.5/2１ － 解答用紙をまとめて、時事通信社へ送付 

成績結果受領 R４.6/2４ － 成績結果受領 

成績結果送付 R４.7/１ 

以後 

－ 成績結果受領後、速やかに受験者へ送付 

（返信用封筒②を使用） 

  申込Ｗｅｂ https://forms.office.com/r/95Ptm3fjUk 
３ 受験料（在宅受験の場合で算定）                       （税込み） 

区分 教職教養 専門教養 送料等 合計 備考 

個人受験 \1,650 \2,750 \５00 以上 \４，９00 以上 個人で申し込む場合 

非会員 ¥1,210 ¥1,980 ¥７５0 ¥3,９４0 団体割引 

会員 ¥600 ¥800 ¥５00 ¥1,９00 会費からの補助 

受験時間 40 分 70 分  

    ※送料等は、解答用紙の出版局への返送、および、結果通知送付のための経費である。送料は、在宅受験の 
場合を想定して算定している関係から、会場受験者には、会場にて、送料の一部（200 円）を返金する。 

    ※教職または専門のみの受験も可能。 
    ★会員である講師については、本会からの受験料補助を行い、上記負担額とする。 
４ 申込書・解答用紙等郵送先・受験料送付先 

宮崎県教育研究連合会 事務局 〒８８０－００２７ 宮崎市西池町９－８ 校長会館２階 
 口座  宮崎太陽銀行  北支店  （普通） １１６８５８７ 
 名義  宮崎県教育研究連合会 事務局長 椨木満 

お問合せ 宮教研連事務局  TEL ０９８５－２７－４５０８ ／ 携帯 ０９０－５４１６－０８３３ 
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令和４年度 教員採用二次面接対策（案） 

 
１ 趣旨 

本県は、大量退職期になり、若手教師が採用されやすい時期である。このような中で、採用された若手教職

員に、「宮教研連」の存在を知っていただき、将来の加入に向けた取組が必要である。 

そこで、講師・学生を対象とした教員採用二次面接試験と同様の臨場感や緊張感を伴った、しかも、実力試

しができる模擬試験を実施することで、受験生のレベルアップを図り、宮崎県の教育向上に寄与する。 

 

２ 事業内容   

〇 会場（学校ではない場所、研修センターや校長会館等）において、実際の試験と同様の臨場感・緊張感

を伴った面接試験を行う。 

○ 試験終了後に、適切なアドバイスを与え、受験生のレベルアップに寄与する。 

〇 令和３年度は、試験的に実施した。令和４年度以降は、採用試験変革の動向を注視し 

ながら、内容を検討していく。 

 

３ 対象 

教採用模試（一次試験模試）の受講者   その他 希望者   先着 11 名 

（希望者多数の場合、予備日７日、会場：校長会館） 

 

４ 面接試験要領 

(1) 期日  令和３年８月６日（土）（県採用試験日により変更の可能性あり） 

(2) 時間  午前９時～午後４時、一人ずつ、３０分間程度で実施。 

(3) 会場  宮崎県教育研修センター（宮崎市西池町９－８ 駐車場：有） 

 面接室：２階   控室：１階 

(4) 内容  個人面接 １５分間程度 

       面接官によるフィードバック １５分程度 

面接官は、元校長等２・３名。タイムキーパー１名。 

受付１名、控室対応（面接要領の説明）１名 

分    -5      0       15       30     35       50       65    70        85      100      115      130     145 

➊ 待機 移動 面接➊ ＦＢ➊ 退出  

➋  待機 移動 面接➋ ＦＢ➋ 退出  

➌  待機 移動 面接➌ ＦＢ➌ 退出  

➍  待機 移動 面接➍ ＦＢ➍  

    二人目以降は、面接開始時間 30 分前までに、受付を終え、控室で待機。 

 

５ 日程 

期日 事項 内    容 

５／２１（土） 広報 一次試験受験者にチラシを配布。在宅受験者には問題配布時。 

７／１頃 調査 模試結果配布時に、希望調査を同封。同時に、メールでも送付。 

合わせて、Ｗｅｂ等でも、公募する。 

７／２２（金） 締切 希望調査の締切。面接時間の割り振り 

７／２９（金） 通知 面接時間を、受験者に個別にメール等で通知 

８／６（土） 当日  
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R4.4/1 

令和４年度 宮教研連 Empower Meeting 
１ 目的 

 ⑴ 宮教研連の全ての会員が、学んだり他の会員と交流したりできる場を確保するため、及び、アウ

トプットの学びの場、インプットの学びの場となる研修の機会を確保するため、オンラインで定期

的に研修機会を設ける。 

 ⑵ 本会の特色である｢会員の多様性｣を生かし、柔軟で幅広い研修内容を提供する。 

 ⑶ 魅力的な研修の機会を一定量確保することにより、新規会員の獲得につなげる。 

 

２ 研修の概要 

 ⑴ 研修日時及び頻度 

   毎月第１、第３土曜日  午前８時００分〜９時００分（１時間以内） 

 ⑵ 対象 

   宮教研連 全会員 

   ※４回に１回程度はオープン参加とし、非会員も参加できるようにする。 

 ⑶ 開催方法 

   Zoom アプリを活用したオンライン研修 

 ⑷ 研修形態 

   研修内容に応じて、柔軟に研修形態を組み立てていく。 

   （例） 

   〇 講師を設定した知識伝達型 

   〇 参加者によるレポート交流型 

   〇 テーマをもとに対話を行うパネルトーク型 

   〇 教材・教具等の作成などのワークショップ型 

 ⑸ その他 

 話題提供は基本的に会員が行う。会員にとってのアウトプットの場になるようにする。 

 

３ 研修実施の流れ 

 ⑴ 研修前 

  ・話題提供者の確保・依頼を、県本部担当が行う。 

  ・プラットフォーム（Slack）上で、Zoom の ID 等を伝達する。 

 ⑵ 研修時 

  ・基本的に県本部担当がファシリテーターとして、場の進行を行う。 

 ⑶ 研修後 

・ミーティング動画、研修に使われた資料をアーカイブとして残し、全会員がアクセスできるよう 

 にする。 

・プラットフォーム上で参加者は感想を伝え、話題提供者へのフィードバックと新たな関係性を創 

 るきっかけとなるようにする。 

 

４ 広報・参加申込 

 ⑴ 広報 

  ・会報、チラシ、Web、会員からの声かけ、口コミ等、幅広く広報を行う。 

 ⑵ 参加申込 

  ・Web 上に参加申込フォームを設ける。 

  ・２回目以降は、プラットフォーム（Slack）からの申込も可能とする。 
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令和４年度 宮教研連 研修モニター制度 

宮崎県教育研究連合会 

1 目的 

宮 教 研連 主 催の研 修について、研修 の内容 や質 の向 上をはかるため、研 修に参 加 していただいた幅

広い年齢層の会員から、ご意見・ご感想を頂戴し、今後の計画に役立てる。 

 

2 募集人数       （年齢は令和４年４月１日現在）  

若年層 4 名程度 一般職（講師を含む）で 20～39 歳 

壮年層 4 名程度 一般職（講師、再任用を含む）で、40～65 歳 

管理職 4 名程度 校長、副校長、教頭（年齢問わず）  

 

3 モニター内容 

宮教研連主催の研修会に参加して頂き、以下の中から、２件以上５件以内の研修について、ご意見、

ご感想を、Web 上から投稿して頂く。 

・依頼期間：令和４年４月１５日から令和５年２月末とする。 

・謝礼    1 件につき 1000 円程度（最大５０００円）の謝礼を支払う。 

2 月頃に一括して、ギフトカードなどの方法で支払う。 

・対象研修 

 研修名 期日  研修名 期日 

A 教師力向上セミナー① R4.4/23 D スクールマネジメント研修① R4.6/25 

B 教師力向上セミナー② R4.10/29 E スクールマネジメント研修② R4.7/23 

C 教師力向上セミナー③ R5.1/14 F スクールマネジメント研修③ R4.11/12 

G 宮教研連のつどい R4.8/27 
※日時は中止や変更になる場合がある。 

H 九 州 ブロック会 議 （ 2 日 目 ）  R4.12/11 

※ 研修選択上の注意 

・3 つ以上を選ぶ場合には、必ず、G の宮教研連のつどいを含めること。 

・若年層のモニターの方は、B,C をできるだけ含めること。 

・管理職のモニターの方は、D,E,F をできるだけ含めること。 

例：  若年層のモニターの方は、A,B,C,G,H の 5 つを選ぶなど。 

※ 指定された研修以外（全日教連の研修や支会の研修等）での応募は無効。 

※ 投稿は、研修受講後、3 日以内に行うこと。 

※ Web からの書き込みは、一人一回のみとする。複数回行った場合、最終のものを採用する。 

※ 頂いたご意見を、本会のホームページや会報等で紹介する場合（匿名）がある。 

 

4 モニター応募 

・申込方法 https://forms.office.com/r/bh8f18vnJN 

上記フォームより、申し込む。            QR コード➡ 

・申込期間 定員に達するまで。万一、定員を超えた場合、先着とする。 

モニター採用後、本人にモニター委嘱状を送付する。 

・応募資格 申込時点で宮教研連会員であり、令和５年３月末まで継続 

予定の方。宮教研連県本部役員を除く。 

・注意事項 研修参加に必要な交通費、Web 機材、通信費等はモニター 

の自己負担。 

 

 

 

 

 

 

事務局 宮崎市西池町9－8 校長会館2階 〒880－0027 
  TEL＆FAX （0985）27－4508 
  Mobile 070－5416－0833 
  E-Mail jmkc@miyakyoukenren.sakura.ne.jp 
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第 7 号議案（７－⑪） 

∼ 26 ∼ 
 

宮教研連 研修・事業 オンラインニーズ調査 

宮教研連広報部  

 

１ 目的 

・会員・非会員を問わず、研修や宮教研連事業に関するニーズや意見を集め、今後の事業

計画や研修計画に生かす。 

・できるだけ広く調査を行うことで、宮教研連の事業への周知を図る。 

 

２ 内容 

 所属校種、職種、会員・非会員、教職経験年数、年齢、受講希望研修の内容、気になる教

育キーワード、研修の時間帯や時間、事業への意見 他 

 

３ 実施方法 

 Web 上にアンケートフォームを設け、広く、広報し、情報を集める。 

 https://forms.office.com/r/iWHv7HRDpt 

 

４ 実施期間 

 ・集約期間 

 令和４年２月～ 

７月 

 ・分析期間 

 令和４年８月 

 ・結果報告 

 令和４年 10 月 

 

 
QR コード 



第７号議案（７－⑫） 

∼ 27 ∼ 
 

宮教研連バザー実施計画 

 

宮崎県教育研究連合会 

 

1 趣旨 

・宮教研連会員から寄付・提供された物品を、研修大会の際などに、バザー等において、他の会員

の利用に供することで、資源の有効活用を図る。 

・退職の会員など、身辺の整理も必要ではあるが、まだ、使えるのに捨てるにはもったいないものも

少なくないと思われる。そうした物品をご寄付して頂き、資源の有効利用を図りたい。 

・これまでになかった新たな事業を行うことにより、会員の宮教研連やその事業への関心を高める。 

 

2 提供物品 

 (1) 書籍類（教育書、他） 

   ○ 種別 

概ね、出版後 30 年以内の単行本、新書、文庫等とする。 

月刊雑誌については、過去３年以内のもので、１年間分が揃っているものとする。ただし、「○

○臨時増刊号」などのものは単品でも構わないとする。週刊雑誌など、部数の多いもの（内外教

育や教育新聞等）は除く。 

巻数の多い百科事典等は除く。 

   ○ 内容 

教育書全般（教育学、教育思想・政策・制度、学校経営・管理、学校保健、教育課程、学習

指導、教科・道徳教育、幼児・初等・中等教育、特別支援教育、社会教育、他）、及び、心理学、

哲学、教科教育に関わるもの（自然科学、芸術などの分野のものも含む）、人生哲学、自己啓

発書関係、他とする。小説などの一般文学は除く。 

 (2) 教材教具・文具等 

    原則、市販品で、PC 周辺機器も含む。文具は、未使用品（または、未使用同等品）とする。 

    PC 本体、プリンター等、大型のものについては、要相談。 

 

3 提供物品の受け入れ等 

 (1) 受け入れ場所 宮教研連事務局 （宮崎県校長会館 2 階） 

 (2) 受け入れ期間 令和 4 年 7 月末まで 

 (3) 物品提供方法 持ち込み、郵送・宅配便等（送料は提供者負担） 

持ち込み等が困難な場合は、要相談。 

(4) 物品の管理 物品の保管は原則２か年とする。 

２ か年 を経過 したものは、古 書 店やリサイクルショップなどに売 却 し処 分

する。 

 

4 バザー実施方法 

宮教研連主催の「宮教研連のつどい」などの研究会等の際などに、バザーを実施する。 

各研修会のチラシ等で、実施の広報を行う。 

 

事務局 宮崎市西池町9－8 校長会館2階 〒880－0027 
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第８号議案 

∼ 28 ∼ 
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